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Abstract
As part of a study exploring the history of home-help services in local cities and hilly and mountainous
areas, this study was conducted to investigate factors that promote small community welfare activities in a
concrete manner. Our examination specifically emphasized examples in Kochi and Shimane prefectures.
For the examples from Kochi Prefecture, the following points were found: response to diverse needs, moral
improvement of the operational side, creation of meaning to life and a sense of mission based on passion,
sincerity, and effort, and approach to the Buraku Liberation Movement. We considered that “a sense of
crisis over the lack of recognition and understanding” comprised promotional factors. However, in
examples in Shimane Prefecture, the following things were understood as part of promotional factors:
limitation on dispatch, collaboration with relatives and welfare commissioners, optimization of services by
creating a manual, and personality interaction with users. A study exploring the history of home-help
services in Japan, hasnʼt quite finished. Has something important been submerged into history? What
should be selected from the many possible activities in history? We researchers assume the mission of
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86 高知県立大学紀要 社会福祉学部編 第67巻
7,000円×4.3月＝15万9,100円 社会保険有
自転車作業衣貸与」とされている（高知市福祉
事務所 1972:21）。
12) 「ホームヘルプサービスも、市町村から社会
福祉協議会への委託を通じて提供されてきまし
た。…（中略）…高齢者福祉では、施設福祉、
在宅福祉ともに、中山間地域の実情等に合わせ
て基本的には行政が公的介護の責任を果たしつ
つ、直接的には、あるいは次第に公から民への
移行、委託を進めてきたという特徴が見られま
す。同時に、寝たきり高齢者や認知症高齢者へ
の対応など、取り組みや講座を通じて、ケアの
質の向上が推進されてきました。」と指摘され
る（田中 2011:10）。
13) 一人暮らし老人対策の一環として、同じ年代
の者同士話し合う場を作るため、老人クラブへ
の積極加入を勧めるほか、友人のあっせん、場
合によっては同居の仲介をとり、新しい形の“福
祉結婚”などの仲介役も同社協や民生委員が引
き受けていたとされる（『高知新聞』1971年３月
５日、第92号、第12面）。
14) 四国地方のホームヘルプ事業の展開は、1963
（昭和38）年５月21日、愛媛県に家庭奉仕員（ホー
ムヘルパー）10名設置を皮切りに、同年12月、
徳島市に老人家庭奉仕員２名配置、1966（昭和
41）年、香川県（大川郡引田町、香川郡香川町、
三豊郡高瀬町）の開始に次いで、ようやく既述
の高知市及び宿毛市における老人家庭奉仕員
（老人ホームヘルパー）３名（高知市）／２名（宿
毛市）配置が見られた。
15) 同県においては、昭和36年度の老人家庭奉仕
員制度は18市町村で実施、という記事が見られ
る。一方、「42年度から老人家庭奉仕員が設置
され、同年松江市２名、浜田、益田、大田、安
来、江津、平田の各市それぞれ１名、木次町１
名の計８市町に９名が置かれている。43年度に
は過疎地域において、この事業の需要が特に高
いことにかんがみ、弥栄村外５町村に１名ずつ、
県独自の奉仕員を配置し、過疎地域における老
人福祉の増進を図った」という記述も見られる
（島根県社会福祉協議会編 1986:632-633）。
16) 「家庭奉仕員は、身分の不安定な中で、在宅
福祉の援助活動専従職員として活躍するととも
に、在籍する社会福祉協議会では、訪問活動に
併せて社会福祉協議会が展開する各種の福祉活
動にも従事することとなり、社会福祉協議会に
とっては極めて貴重な戦力であった」とされる
（赤来町社会福祉協議会30周年記念誌編纂委員
会編 2006:100）。
17) 益田市の委託を受け益田市社会福祉協議会が
業務運営をしているホームヘルパーは、「1981
（昭和56）年度現在７名とされる。当時の訪問
対象人数は訪問サービスの内容や市域が広範囲
である実態から、又国県の執務指導方針等、加
えて益田市では入浴車運行業務及び老人栄養補
給としての牛乳配布業務をヘルパー訪問に併せ
実施されておる等、概ねヘルパー１人につき７
人乃至８人を担当しており、年間実人員は50名
乃至60名を措置対象としている。」と記される
（益田市社会福祉協議会編 1982:253）。
18) 浜田市の老人家庭奉仕員派遣事業は、昭和42
年度より「島根県家庭奉仕事業実施要領」に基
づき発足し、事業運営については、浜田市社会
福祉協議会が、この事業の一部を市より受託し、
奉仕員１名、派遣世帯数10世帯を対象とし、６
月より訪問活動を実施した。翌、昭和43年５月
より重度心身障害者に対する、家庭奉仕員派遣
制度が併設され、老人・心身障害者の在宅福祉
対策が拡充された（浜田社会福祉協議会 1984:
90）。
19) 「出雲市では『出雲市老人家庭奉仕事業実施
要綱』を制定、43年度から１名の奉仕員を置い
た」とされる（出雲市社会福祉協議会編 1994:
151）。
20) 「洗濯ばあさん」や「女中さん」などの呼称
にもその一端が表れていると指摘される（右
田・井岡 1996:304）。
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